Case3
から発見した事実認定

1. 2004年4月12日、農業機械メーカーアンザイ社(以下アンザイ)と日本商社バーナード(以下バーナード)は継続的取引基本契約を締結した(資料1)

2. 2004年12月13日、バーナードは田植え機一台をアンザイに申し込み、1月2日アンザイは、田植え機の提供の準備が完了したことをバーナードに通知した(資料9)
3. 2005年1月ごろ、バーナードはその顧客であるファーム社(以下ファーム)からレーキとトラクターを5月12日までに売り渡してほしいと依頼を受ける

4. 2005年2月9日、バーナードはアンザイにカタログの送付をお願いする(資料2)
5. 2005年2月22日、アンザイはバーナードにカタログの送付が完了したことを通知する(資料3)
6. 2005年3月28日、バーナードはアンザイにレーキとトラクターを5万5000ドル以下の値段で売るよう申し込みをする (資料4)
7. 2005年4月1日、アンザイはバーナードにレーキとトラクターを5万ドルで提供することを申し込む(資料5)
8. 2005年4月9日、バーナードに申し込みが到達し、バーナードはアンザイに電話で承諾をする。トラクターとレーキの引渡し期限を5月10日、代金の支払いを5月20日、日本のコンテナで運ぶという条件を付け足す。(資料6)
9. 2005年4月20日、バーナードはアンザイにレーキとトラクターの手配状況を確認する(資料7)
10. 2005年5月5日、アンザイは日本のコンテナ船に船積みした。なお、コンテナ船のほうが貨物船より２０％高い(資料8)(事例問題文)
11. その後、バーナードがレーキとトラクターを受領したかは不明。しかし、バーナードは5月20日になっても代金を引き渡さない。(事例問題文)
適用しうる条文

1について. 1条
2について. 14条1項　15条1項　18条1項、2項　23条
3について. 1条　23条1項
4について. 14条2項
5について. 14条1項　15条１項　
6について. 19条1項
7について. 18条1項　2項　19条2項　3項　23条　32条1項　2項　33条(a)　34条　53条
8について. 53条　59条　61条1項(a)　(b)　2項　3項　62条
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